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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第26期

第２四半期累計期間
第27期

第２四半期累計期間
第26期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（百万円） 47,801 52,111 98,246

経常利益（百万円） 3,678 4,477 8,261

四半期（当期）純利益（百万円） 2,155 2,658 4,802

持分法を適用した場合の投資利益

（百万円）
－ － －

資本金（百万円） 1,278 1,278 1,278

発行済株式総数（株） 37,920,000 37,920,000 37,920,000

純資産額（百万円） 18,898 23,642 21,563

総資産額（百万円） 38,823 41,648 42,253

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
56.84 70.10 126.63

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 15

自己資本比率（％） 48.7 56.8 51.0

営業活動によるキャッシュ・フロー

（百万円）
1,085 2,093 5,622

投資活動によるキャッシュ・フロー

（百万円）
△887 △1,576 △2,321

財務活動によるキャッシュ・フロー

（百万円）
△1,085 △2,052 △1,587

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（百万円）
9,810 10,879 12,416
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回次
第26期

第２四半期会計期間
第27期

第２四半期会計期間

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 22.60 32.24

（注）1．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

2．売上高には、消費税等は含まれておりません。

3．持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社がないため、記載を省略しております。

4．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（１）業績の状況

当第２四半期累計期間のわが国経済は、海外経済が全体としては徐々に持ち直しに向かうなか、公共投資など国

内需要が堅調に推移するもとで、緩やかに回復しました。先行きについては、国内需要の底堅さと海外経済の持ち

直しを背景に、緩やかな回復を続けていくことが期待されますが、世界経済を巡る不確実性は引き続き大きく、予

断を許さない状況が続くものと考えられます。

小売業界におきましては、個人消費は、雇用・所得環境に改善の動きがみられるなかで、底堅く推移しています

が、世界経済を巡る不確実性を踏まえると、先行きについては慎重に見ていく必要があると考えられます。

このような状況のなか当社は、「環境変化への対応力強化」をテーマとして、出店引き合い増加というプラス面

と、円安等によるコスト増加圧力というマイナス面に適切に対処するための取り組みを進めました。昨年導入した

発注端末・情報端末をフルに活用し、業務をより簡単化し、スムーズな店舗網拡充とさらなる効率化の両立を目指

すとともに、ＰＯＳデータ分析による確実性の高い新商品の導入、欠品対策、持続的な成長の背骨となるブラン

ディングも着実に進めております。

出退店につきましては、採算性を精査しつつ前向きに進め、当第２四半期累計期間において、出店が直営店47店

舗、退店が直営店７店舗、ＦＣ店２店舗とほぼ計画どおりに進捗し、当四半期末の店舗数は、直営店1,055店、Ｆ

Ｃ店87店の合計1,142店となりました。

直営既存店売上高につきましては、全国的に来店客数が増加したことなどにより、前年同期比102.6％となりま

した。

主要経営指標につきましては、直営売上高割合の増加に伴って、売上原価率は57.8％と前年同期比0.2ポイント

低下し、販売費及び一般管理費につきましても、前年９月に発注端末等導入コストを一括して費用計上した影響も

あって、売上高に対する比率は0.6ポイント低下したため、売上高営業利益率は当第２四半期累計期間8.5％（前年

同期7.7％）となりました。

その結果、当第２四半期累計期間の売上高は521億11百万円（前年同期比9.0％増）、経常利益は44億77百万円

（前年同期比21.7％増）、四半期純利益は26億58百万円（前年同期比23.3％増）となりました。

当第２四半期累計期間の商品区分別仕入高、商品区分別売上高、事業部門別売上高及び直営店並びにＦＣ店の地

域別売上高は次のとおりであります。

当第２四半期累計期間における仕入実績を商品区分別に示すと、次のとおりであります。

商品区分 仕入高（百万円） 前年同期比（％）

雑貨 28,750 111.9

菓子食品 1,655 88.6

その他 12 60.1

合計 30,418 110.3

（注）1．金額は、仕入価格によっております。

2．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

3．その他には、消耗品費への振替高等が含まれております。
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当第２四半期累計期間における商品区分別売上高は、次のとおりであります。

商品区分 売上高（百万円） 前年同期比（％）

雑貨 49,921 110.3

菓子食品 2,119 87.2

その他 69 74.1

合計 52,111 109.0

（注）1．金額は、販売価格によっております。

2．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

3．その他には、店舗に設置した自動販売機等の手数料収入等が含まれております。

当第２四半期累計期間における事業部門別売上高は、次のとおりであります。

事業部門 売上高（百万円） 前年同期比（％）

直営売上高 50,064 109.8

ＦＣ売上高 1,537 93.5

卸売等売上高 200 81.7

海外売上高 307 97.1

合計 52,111 109.0

（注）1．金額は、販売価格によっております。

2．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

当第２四半期累計期間における地域別売上高は、次のとおりであります。

（直営売上高）

地域別

売上高合計 店舗異動状況（店舗数）

金額（百万円） 前年同期比（％）
当第２四半期会
計期間末店舗数

出店数 退店数

北海道東北地方 6,237 110.0 133 7 1

関東甲信越地方 14,371 113.2 281 11 2

東海北陸地方 13,444 105.2 305 11 3

関西地方 8,309 112.3 148 9 1

中国四国地方 2,524 110.1 54 5 0

九州沖縄地方 5,178 109.2 134 4 0

合計 50,064 109.8 1,055 47 7
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（ＦＣ売上高）

地域別

売上高合計 店舗異動状況（店舗数）

金額（百万円） 前年同期比（％）
当第２四半期会
計期間末店舗数

出店数 退店数

北海道東北地方 289 92.0 14 0 0

関東甲信越地方 69 80.9 11 0 0

東海北陸地方 302 93.7 19 0 0

関西地方 41 59.0 5 0 1

中国四国地方 361 91.8 21 0 1

九州沖縄地方 473 103.4 17 0 0

合計 1,537 93.5 87 0 2

（注）1．金額は、販売価格によっております。

2．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

3．地域別の区分は次のとおりであります。

北海道東北地方………北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県

関東甲信越地方………茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、

山梨県、長野県

東海北陸地方…………富山県、石川県、福井県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県

関西地方………………滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県

中国四国地方…………鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県

九州沖縄地方…………福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県

（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、資金といいます。）の残高は、前期末に比べ15億

37百万円減少し108億79百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同期比10億7百万円収入が増加し、20億

93百万円のプラスとなりました。これは、税引前四半期純利益の計上44億55百万円、減価償却費10億15百万円及

び売上債権の減少額72百万円などにより資金が増加したことに対し、減少は法人税等の支払額16億60百万円及び

仕入債務の減少額13億82百万円（うち、支払サイトの短縮による影響額13億30百万円）などにとどまったためで

あります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同期比6億89百万円支出が増加し、15億

76百万円のマイナスとなりました。これは、新規出店に係る有形固定資産の取得による支出11億70百万円及び差

入保証金の差入による支出4億57百万円などにより資金が減少したためであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同期比9億67百万円支出が増加し、20億

52百万円のマイナスとなりました。これは、長期借入金の返済による支出11億15百万円及び配当金の支払額5億

68百万円などにより資金が減少したためであります。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。
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（４）研究開発活動

該当事項はありません。

（５）経営戦略の現状と見通し

当第２四半期累計期間において、経営戦略の現状と見通しについて重要な変更はありません。

（６）資本の財源及び資金の流動性についての分析

① キャッシュ・フローについて

当第２四半期累計期間におけるキャッシュ・フローの状況につきましては、「（２）キャッシュ・フローの状

況」をご覧ください。

② 資金需要及び財務政策

当社の資金需要の主なものは、新規出店に係る設備投資に対するものであります。当第２四半期累計期間で

は、新規出店及び既存店のリニューアルを中心に18億66百万円の投資を行っております。

当社は、財務体質の改善を経営上の重要な課題として位置付け、借入金依存度の引下げのための各種施策を

行っております。資金調達につきましては、調達期間と調達額を勘案して借入を最適の時期に行い、また金融機

関の貸出意欲の上昇に併せ金利交渉を進め調達金利の低減も図ってまいりました。

今後とも、財務体質の改善を目指し適時最適な各種施策を行ってまいります。

（７）経営者の問題認識と今後の方針について

当社経営陣は、現在の企業環境及び入手可能な情報等に基づいて、最善の経営戦略・経営方針を立案すべく努め

ております。しかし、小売業界を取り巻く環境は厳しく、企業間競争は一層の激化が続くものと思われます。この

ような経営環境において、当社経営陣は経営に関する諸問題に対する意識を、経営陣だけに留めず広く社内全般で

共有し、問題解決に全社員で当たり速やかに解決する所存であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 37,920,000 37,920,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 37,920,000 37,920,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年７月１日～
平成25年９月30日

― 37,920,000 ― 1,278 ― 1,419

EDINET提出書類

株式会社セリア(E03418)

四半期報告書

 8/19



（６）【大株主の状況】

　 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ヒロコーポレーション 岐阜県大垣市外渕2丁目38番地 11,400,000 30.06

ステート  ストリート  バンク 

アンド  トラスト  カンパニー 

５０５２２４

（常任代理人  株式会社みずほ銀

行決済営業部）

P.O.BOX 351 BOSTON

MASSACHUSETTS 02101 U.S.A.

（東京都中央区月島4丁目16-13）

3,325,000 8.77

河合  宏光 岐阜県大垣市 2,520,000 6.65

伊藤 二作 愛知県一宮市 2,071,300 5.46

河合  秋代 岐阜県大垣市 1,060,000 2.80

株式会社大垣共立銀行 岐阜県大垣市郭町3丁目98番地 697,500 1.84

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社（信託口）
東京都港区浜松町2丁目11番3号 697,000 1.84

ステート ストリート バンク 

アンド トラスト カンパニー

（常任代理人  香港上海銀行東京

支店カストディ業務部）

P.O.BOX 351 BOSTON

MASSACHUSETTS 02101 U.S.A.

（東京都中央区日本橋3丁目11-1）

690,244 1.82

伊藤  スミ子 愛知県一宮市 670,200 1.77

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内2丁目7番1号 600,000 1.58

計 ― 23,731,244 62.58

（注）1．「発行済株式総数に対する所有株式数の割合(％)」は、自己株式（50株）を控除して計算しておりま

す。

2．「発行済株式総数に対する所有株式数の割合(％)」は、小数点以下第３位を四捨五入しております。

3．フィデリティ投信株式会社及びその共同保有者であるエフエムアール  エルエルシー（FMR LLC)から

平成25年７月17日付の大量保有報告書の変更報告書の写しの送付があり、平成25年７月10日現在でそ

れぞれ以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第２四半期会計

期間末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりませ

ん。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
（株）

株券等保有割合
（％）

フィデリティ投信株式

会社

東京都港区虎ノ門四丁目3番1号 

城山トラストタワー
株式   384,400 1.01

エフエムアール  エル

エルシー（FMR LLC)

米国 02210  マサチューセッツ州

ボストン、サマー・ストリート245
株式 3,550,000 9.36
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 37,917,600 379,176 ―

単元未満株式 普通株式      2,400 ― ―

発行済株式総数 37,920,000 ― ―

総株主の議決権 ― 379,176 ―

②【自己株式等】

　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成25年７月１日から平成

25年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について
四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、

当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団

の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 0.1％

売上高基準 0.0％

利益基準 0.2％

利益剰余金基準 0.3％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：百万円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,240 11,703

売掛金 442 369

商品及び製品 9,648 9,942

前払費用 546 561

預け金 2,119 2,125

その他 446 440

貸倒引当金 △7 △7

流動資産合計 26,437 25,135

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 3,750 4,242

その他（純額） 4,061 3,981

有形固定資産合計 7,812 8,224

無形固定資産 224 208

投資その他の資産

敷金及び保証金 6,536 6,819

その他 1,323 1,332

貸倒引当金 △80 △72

投資その他の資産合計 7,779 8,079

固定資産合計 15,816 16,512

資産合計 42,253 41,648

負債の部

流動負債

買掛金 6,528 5,146

1年内返済予定の長期借入金 2,033 1,635

未払費用 1,607 1,573

未払法人税等 1,741 1,881

賞与引当金 395 403

店舗閉鎖損失引当金 18 －

資産除去債務 9 7

その他 1,868 1,616

流動負債合計 14,201 12,264

固定負債

長期借入金 3,091 2,373

退職給付引当金 187 190

役員退職慰労引当金 200 217

資産除去債務 797 836

その他 2,210 2,124

固定負債合計 6,487 5,741

負債合計 20,689 18,006
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（単位：百万円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,278 1,278

資本剰余金 1,419 1,419

利益剰余金 18,853 20,943

自己株式 △0 △0

株主資本合計 21,551 23,641

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 12 0

評価・換算差額等合計 12 0

純資産合計 21,563 23,642

負債純資産合計 42,253 41,648
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 47,801 52,111

売上原価 27,713 30,124

売上総利益 20,087 21,986

販売費及び一般管理費
※ 16,411 ※ 17,549

営業利益 3,676 4,436

営業外収益

受取利息 6 6

受取配当金 8 45

受取賃貸料 21 20

その他 20 20

営業外収益合計 56 93

営業外費用

支払利息 38 29

固定資産除却損 3 15

その他 11 7

営業外費用合計 53 52

経常利益 3,678 4,477

特別損失

減損損失 31 21

特別損失合計 31 21

税引前四半期純利益 3,647 4,455

法人税等 1,492 1,797

四半期純利益 2,155 2,658
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 3,647 4,455

減価償却費 1,011 1,015

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16 △1

賞与引当金の増減額（△は減少） △40 8

退職給付引当金の増減額（△は減少） △8 3

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △100 16

受取利息及び受取配当金 △14 △52

支払利息 38 29

固定資産除却損 3 15

減損損失 31 21

売上債権の増減額（△は増加） 26 72

預け金の増減額（△は増加） 132 △6

たな卸資産の増減額（△は増加） 130 △293

仕入債務の増減額（△は減少） △1,369 △1,382

未払消費税等の増減額（△は減少） △131 △48

その他 63 △117

小計 3,403 3,737

利息及び配当金の受取額 8 46

利息の支払額 △38 △29

法人税等の支払額 △2,288 △1,660

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,085 2,093

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △60 △60

定期預金の払戻による収入 60 60

有形固定資産の取得による支出 △675 △1,170

無形固定資産の取得による支出 △23 △27

差入保証金の差入による支出 △391 △457

差入保証金の回収による収入 188 163

その他 15 △84

投資活動によるキャッシュ・フロー △887 △1,576

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 900 －

長期借入金の返済による支出 △1,223 △1,115

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △379 △568

リース債務の返済による支出 △382 △368

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,085 △2,052

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △889 △1,537

現金及び現金同等物の期首残高 10,699 12,416

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 9,810 ※ 10,879
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【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（四半期損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間

（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

給料手当 5,907百万円 6,422百万円

地代家賃 5,019 5,509

賞与引当金繰入額 333 403

退職給付費用 28 37

役員退職慰労引当金繰入額 14 16

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期累計期間

（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 10,634百万円 11,703百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △824 △824

現金及び現金同等物 9,810 10,879

（株主資本等関係）

Ⅰ  前第２四半期累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日）

配当金支払額

（決  議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日

定時株主総会
普通株式 379 5,000 平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

Ⅱ  当第２四半期累計期間（自  平成25年４月１日  至 平成25年９月30日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日

定時株主総会
普通株式 568 15 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自 平

成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

当社は、１００円ショップ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 56円84銭 70円10銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（百万円） 2,155 2,658

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 2,155 2,658

普通株式の期中平均株式数（株） 37,919,980 37,919,950

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月11日

株式会社セリア

取締役会 御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渋谷 英司   印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木 晴久   印

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社セリ

アの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第27期事業年度の第２四半期会計期間（平成25年７月１日から平成25

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社セリアの平成25年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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